
神産婦 FAXNET                                        №23（全）95号 
   

各位                           2024年 3月吉日 

直前のご案内になります 

第 36 回神奈川県県域地区産婦人科研修会 

  

日時： 2024年 3月 28日（木）19：00より 

（通常と異なり第 4木曜です） 
 

場所：ユニコムプラザさがみはら 

        相模原市南区相模大野３丁目３番２号 

ｂｏｎｏ相模大野 サウスモール３階 （TEL 042-701-4370） 

・・・今回は現地参加のみです：WEB 配信はありません。 

（世話人会は 18 時より開催いたします） 
 

・・・・・◇ タイム テーブル ◇・・・・・ 

 受付開始     18：30〜 

 開会の辞 

 挨 拶   神奈川県産科婦人科医会 会長 中野 眞佐男 (18：55～19：00） 

 講演 I.     座長： 北里大学 落合 大吾（19：00～20：00） 

「 ホ ル モ ン 診 療 を 切 る  ～ こ こ を は っ き り し ろ ！ ～ 」       

               ・・・・和泉俊一郎（東海大学） 

産婦人科外来のホルモン診療を行っていると、実情とそぐわない診断名や処方の作法で悩

んだり、他科（特に乳がん関連）でやってることが本当にそれでいいのか？と考えること

が多々あります。今回はそのモヤモヤを明確にできないかと考えて、ガイドラインや保険

診療の制限について検証したいと思います。 

 

・・・・・・◇コーヒー・ブレイク◇・・・・・・ （20：00～20：10） 

 講演 II.    座長： 北里大学 加藤 一喜（20：10～21：10） 

「生まれてくるこどものための医療（生殖・周産期医療） 

に関わる生命倫理」 

                ・・・・三上 幹男（東海大学） 

日本産科婦人科学会倫理委員会（現臨床倫理監理委員会）に６年間かかわって、

これからの課題について、“歯に衣着せず”論じたいと思います。ご質問も最

後に受け付けられます。 
 

閉会の辞  石本 人士（東海大学）                        
 

＊＊＊＊ 会場整理費として 500円申し受けます＊＊＊＊ 

専門医の２回分の点数付与されます：JSOGカードをお忘れなく。 


